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(̂k,iculthmlCllem王calLnもor爪tOrf,7(yもtoUniy｡r.<itynn･lLlhp"-icnlLnbLo;aloTy,05.,kaC,ajCo.)Ttccei-
ye.1Alrrl1..10,19･19.PofytL･i,"9'LkTLT2:1J ･.､･1叩 くWlt!lThlgliぅIlr蝕m6p.4)

B.HCや合射 手関する研究･ll･7･BHCのエ菜的製法の基礎研究-1'山本有か 亀崎忠夫･笠原三刊 牡
(3.-I:.由大串鹿賀化畢研究轟及び大阪冗新中･yt南光朗)ご･i∴l.-.lo受灯 14

●i-1は 早 ま設虫刊として大きな蒋対 生が,q繕されるので

俄 園でも過去二年間に急に各節康 治痛 手われ始めた,

併し現在まで工業的朝敵 こ関する吻由な教卓汚態蓑は見 .-▼ヽ

ていないb叉外聞の文献も苛々が入手 し相中ものは本誌

- 11.p胤 2ll･V,I'911に掛 ヂたが湘淡にW+るものは何れもj少∴

. 鎌であって詳細は不明である｡2)__

J?下に述べる研兜は否々が遊女-脚 の掛 '問に剛 Tヽ
tL!索的な初期髭験からEll顎じて色々と迷った後に到達し
た紙栗であって,末だ決して完成したものではないが,
我国の現在で罷も安矧こ行い1'5る空f用性のある工業的撃選'
､淡の脚概験の一つだと考えたので･･多･々不fl'lWの点もあ
るが瓜こlYJ盟に許紬を逝去して,.lHioの=b班 をご従-flTrす 1.I
- る諸氏の独り)な批･Jllを求め,同時に今後のむ犀の捨て石 -
fともなればと念肝Tる次,恥であろ｡
-Itch,･eワCに晩動;光附く脚下に作用すれば't添加が挺
t),柑時に閥蝶があれはその性矧こよって時には添加が
i芋或る場合には置換力過る｡而して反艦速射主光線,潤
凪即によbて廻るO'これらの知識を棚 と,I/てむ
は架験を始めr=O従来ゐ文献による l̂klitliを班用す -
･- るということも,この反軌と於て鵬蝶という言が正､しい
-＼かどうか疑しいのであって,層々想像される様に城東と
l̂k.'tiから生ずる､Ni10Cl叉はiIOCJが段立つのかも1
'知れないし又刷反感のIi.f.=粟生ずる少鼠の塩酸の中和除去
た )̂knliが役立つのかも柑L近い.之等の機恥こ関
しては今後の研究に譲り,今回は啓_ら光線だけを用いて -
1&,'1'ztlnCに塩素を添加させる方法f=tういて考えた.

責_■J段-
賛JS装置:I,erL名111E3と也実を反曝させる場合考えられ る

1)J林即死は);珊火中め武培軟投の御洞串のもとに大
･rNJl-.J好llJ火Wf兜桝で行ったもので,竹に同所の研
究館r<和-,qi-u･:別tには色々御世詔になり.又γ体
の分析は各部放火耗邪他部即死Laの中島助教授並
びにホ岡蛇,勝村安rT及び小橋超群氏符の御陛話
･になったものであるo出に之呼の諌辛目こ搾姑の謝
忠を･'J!+i,次郎であるO

2) 唯 .7.Ndt∴̂.7LMclHlin'-cy,Tt.(】.mIllol-:I
-._Citn.Cl10m.PJ'0･･C輔IIVlg･32,:!3･-r8,:‖0(1918)に
ついては束_ra此噸株式介布上須別搬七代の抑J草,験に
1上り詳細を知ることがLlJ氷たd飾こ同代に対し修一
く御礎申し上げる｡
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状笹は液状､b.cnz9･

1-Cと瓦堺状塩素の

二相反感が巌も:狩

池であり,更に光

線の舵も和効な醸
I,9.I.tllJ三を加味する‡
駆芯としては多連

､球別でl手相の上方

から伽11苧Cneを内

壁に沿つ七流下さ

せ塩素を下方から

瓦塀状に吹き込む●～
のが段もFu7畢なも

D･･L T LSl のといえる,そこ I-

で-Lf々 は Figニ1 .

に,'六す拭 な張 硫 '

を糾立て LゝかfJL

た｡也】ら､t～C-ll･enC
は下口湘 Aから活

栓Bを経て碑手管･

Cを通り由子製争-
1速球型の反境野D
内に往く■O垢第瓦
斯はbomtIから托
苅和F'流故計O･
'k'･全瓶tIを経て申

込uJから反懸管

1)一に入る. かく

てbenzlengは反憾
管 Dの内壁に'1'fibつ -

一 叫 ーて薄膜状に流下し

塩 東 は ? 管 内 妄 順 次 に 上 昇 L-, 互 に 交流する間に光線を

/受 け て反 懸 す る ｡ 反 感 液 は 受 器 の 分 液 漏斗Kに放り,･･過

剰の 塩 諸 共 の 他 の 凝 束 は , 第 密 装 置 L を経て臭突叫 こ 出1
7̀J｡b さ ･ ･z e n c の n ･ 下 璃 蜜 は 長 附 すき活栓B宅加､頃し, ､埴
～.;+!はbomhfF;.枠に長い把手をつげ七調拭けるD各D管上
･部に中如肝別 学入れる｡之はbenzeneが管C?B面の

､ Jl___
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全山に池脱となってひろがることゝ'塩素が beniene
･ lには,Wすること｡ゝを助けるDfLIlfi験は光線として大阪光 .

線を利用したので本装置は日常 l)のよい屋外に組立TJゝ

佐用したム ヽ
L資駄操作及結果 : 反鯨を行うには先ず塩素bombを

) 糊き反感管中の在京を塩素で置換し,次しこでbel､名eふCを ー′

流下するっtbe.旭eneの流星は幾鰍 帽 に⊥'jEtこ保ち･塩

素は反騰状態に麿じて調節し不足せぬ様にする矧 こ常に

.多少誓願完があるか無いかの程度に保つ.tの時L内の

一 水の深さl手相試'する願力が反感管内にかゝる ことにな

る0年膝は与として D,衣示--D3揮 われるので吾々は -:
D.1の下部の氾舷を反艦氾比Lとて測定した｡helV･CnC31

を流 し終山王塩素乳上め,これで.21.;1回の反感を終える.I

東海KJ-～に.yi?た反旭絡 ま結晶を析出する棚倉もあるが
'共に下の紙栓を脚Tlて,別の容辞に移し全霊畠を杵鼓す -
るO反放浪は耶 日光に曝し示雀癖 している遊猷塩素の .:

色を消失させ,皮.Q-.:を茅結させた後丁夜放冷し七結晶を Li

完全に析出させ,約 100で減別し濾液の比窮を測った｡

紙晶は- 川 風蛇後壷 する｡沌液は100ccづつ2,,採 /
'LA

耽し議試論田して米反感のben犯Ieを除去した後填詔功

を凪'(:rL'FrL故する｡ この践幻物及びJiF.t品について PO]uro･ -

､ gmpl.淡!r)によF)17体含止を鑓足した｡.7-1lePtLLOllloro･

Tat)te

.＼

(: L

cyc】hcLXanel)等の担在す卑時は夫 適々歯な補正をした｡

Q｡崇 莞 濫 農 慧;鴛 冨悪霊㌘

故でか ゆ更に与体含丘?多い船晶を縛る函 こ次の如 き

を試みたO軌ち第1回の濾液に新 しいbe11本 .を加えて ･{丁
31とし的1回と同様に反懸させ,督測憩胎を求めた｡I

次いで第幻司日のi宿曜に叉benz占n-eをカは 31とし軌 こ反-

腰させた.こうしてItr,回まで繰返した時の結果はTfLblel

に京す通りである｡′

流量 せIr=oElf,t･巴は盛天'''みにSL/hrの速さでELPt.
3は梯大正4I/Il′,-EXpt･4は盛天に4i/qrで流やさ平
たものである｡共の他の奴作は 7kpt.1-･1兆に何れも .

掃技に行った｡, ′ ､(

仰木'iS鮫は昨年12月から今年七月にわたって行ったが
｣1

光線の明るさは･てツ〆照峻計筋芦如 出の受光面を狭め

たもので測定した. 醐是値は T̀able?lightlactorの㌔

娘 こ垣したが,12月●の快塙の正午の明るさを130とする､
相対的な値を示す｡

3) 鈴木,rl鳩 :防 払科堺,70,31L-37･(19･18)
4)､中島,捗付,大 久保 :防 払科軌 11,3- ll
(19119)
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矧こ和られたBE10は紙,V,郡は白色の,W.:,T.I.であ(),苅 t',T木江駿の書灘こ命即Jに新しいbchlenCを加えること

対談121韓瑠郷 土淡IFtI:Jl!･'.LYim色で掛 咽 日朝までは剛;こ なく,圧倒 慮液をその声 次ゝ回に反廠させ,之を繰返し
であるが一･)的 以静ま少し軟かな′l'･同駅となる3 /､ た 軸 ,t･5の紙型 土T･,ble巴の通りである三

'TablC 2 (7hpt.5)

3
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≒以上の撃取岬 い 草bJCnLen6は大阪革斯酉匪 切裂の

,･漁的 enzeヮe､で轡 O叉 be11ZenC及び塩琴に封する収率も
記載すべきではあるが'本拭愚の規峡の′トさいこと箕び

測定印試料探牧が多いので誤差A.決 きくなるととを･捌 し
巳;i

. てこの数字は略し七冠く.併し本方法を捌 詣=4れた耳業 ,

樹立で茸施する暢創与は塩繋万金Ei矢は短く徹星の副反軍i]

t羊使用される-も＼の以外鞘に逸山による批失報ま殆ど無
いO又 hen7･CLICは紙Vtに肺.Ei'･して失われ考ものが崩大の

択欠であるa従つで脱講に封Ltては糾 日傘95%以上t■
1-でItZCIICに封しては8･K,%以上と見て大した誤差は触 ､と､

Jrl,う｡馳 liPの事効休であ7Uγ休は坤 可にしたら相加l

しうるかと云うこ,tも埠扱小柳こ考えて凍たが今Rまで'

dJgTrでは吋等細りにな る反砿脚 陀 見出していないq
l 栗 ∴ 約

1. il離k'69-比J?TlIはInJれの拭駿に於ても初桝よtij回次ZlSI

コOi.lOLOO ･r:; 二 言 巨 木 亡:,I..節

Tf- ･..叫 t-⊥ ヰ 車 .

EltS._ド - ▲-

一●.､1-. S/-
Req血oTtN雌 r-/

q

t

毒
JP
音LrmD
r37鼻

第 1_F)班
I

に上昇するが8回郎熱と暗 く1.17に達し,それ以後はそ
の附近を上下し概ね｣･起 きなる(FiA･･写.)｡
Ll.'紬‡ん及び娼液の薄試詣讃嘆剖物O-γ休合丘も亦7
回巨日東迄は次第に上昇するが,この頃より略モー起とな

D,結晶部壷 平均12%,嘩液部では〇6%となるムこれ
らのことはヤツ 8回日頃からは廃液ではその中の各班性

′･体の割合が犬iの溶割 引璃 臆した一つめ平衡状態にiB

トし従ってfij-.回生成するγ体の大部分が結 晶部に合朝 tる

｣言至%-のtiと考えられる0.-
I3. ft,Jとの状態は持回新しいbenz?.lC-を祁於すれば7)
ry8回を習するが析bcllZC･leの祁離 せず濾液をそのまlヽ
次ゝ回の反齢こ供すれば E･tpt･5(Tilblc2)に荒すよ

うに3t～･1回で到超しうるO

メ,･l･-一･本反鯨では光の現きにより反廠率が廻るが太陽氾

_紋を利用する限り蛸丑のあることは止むを悶ない｡仰･し

滝波の比電鍵叱正 Etpt.1と･1,'コと3に放て柑こ榔 い′̀ノ■ー

I,した剛 がfLら正,研Glnlrキ盈4!/1lr,剛 l/hrと虫
3I/hrカ甲 向々等の反臆揮であると準えられるから･･E.L九

二に轡 IR?野 里 もhol7･占,le女C.王滝液の那 加 を,S∵
● ー

し~く起らせることによって概ねねじ反収率を保ち了埠る{

?･ 以上の伯郷 準 から公ⅠIOのシ体12%i前鹿?絡 F.I,A

を経るには,串く蒸留附乍なしにbellZCnCと塩謀の反艇J/
物を冷札 滝過するだけで迎紋的に作業出来ることが肌Eil .,
かになりた｡

･G/ :BLBHOのγ体30-35%のものを必闇とする切

＼fh.=Cよ東 脚 鮒 吟 窮,6回日以後te,軍舶 一駅 別
基幹T.tLは目的が蓮せられる,

7-･射糾3',比扱.主副勺射 IJ三はそのま･ゝ批判t'I-:卿 1'･に出施-

:する211:Iこよって比較的師脚こ軸 Oの工業的_qf.敵こ脚 1
,する~ことが可鳩であると考えられる ｡勿言砧その際にはEL

T即 隼 必射こ嘩1:Cて裏だ大きくし又反臆潜以外の部分は
許される限り硝子以外の地溝な焚付を陸川する部が作菜

能準をよくす るで-ぁちう.
J

-1l～ silm i
＼ ■

-prodlletionofBtIC wn-triedonT爪】.lbomtory声 】e･ TnthepreEC.I"eOfthe飢lnlight-ben,･cno..i,
1-1二OtOCIIlol.ill王ItC(lilltllCPOlunlnWT･iolli=nELde;ofglft7S. The叩r･[tmtuqusediB8110WninFiJr･.1･

/ ●
IicI､犯IC Wl､-rd tllrOugh-tl､eJIol…H lleCOT.umn,W】,ileclllo▲･inQWit;叩 1坤 dtl､rou3htll¢bottolll.

,.- ノ

二･Tlle-r爪t-eorrcQdingolchlorinewn]rcguhtd-60nStO 机lPII】yJellPug-IforrLIL13tillgWitllbcnT･CnCLtlut
iOPreventitsCSOaPeilltlle-wLtStCgl一StlS･ー

Jノ Abatollru1.-iSCOnduc(cdaSfollows;･Tll- irilltt.ecolu-1-1..i日Cl,ltucdhycl.]oritlC_bcrorctlle- ＼ /
fcedlngtOfbcl伽nebegitts,ApleaSuredqun占ti'try'bEbeluCne- 3litcrsi叩 CryCXl'C,rl-▲le11t一二 iっld,こ■｢L=
wllilQrcaot-io'n'iSctLlricd6血fmdreaotion一mixtu-cdrilkSilltOtllC-rcs61rlVOir･TllCl.tllO.rellCtionlJiitturoI
･istritlderl･kLhltOilnOtller･V占叫 W_1.,crcint-he･reaClio.Ihctiycc/llihc-bcllZellCl､nd申gsolvd chlhrJ･n.cis

I､conlP事etedbycxpoSlngt9JhesunI.igbt,)Aftc{cqolitlgOやehight･tlleCryStillsilrCfiltered･ Thespcci-■■
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fiograTityorliltrntei=tJ..rmrCLhtlOO･A - - I.d,.tは)ltityoltlclilI,nt(二･100ぐ,一 二is(.inil-td
w王tl18tPTntltOrPtl:oretlletlnC77･TmgC(1bぐIl男tne. The6t川Tn･(7iqtilhltiollr印iT1tlenTl(10rystnlproluct･ilre

dJic･lzt-1dtl】ccozltultOrT･iroAmcri弓dctern･i"一㌧lhy1-07IlrOgr叩1-icl"Cthod.3)4)Thm thefrcsllbch-.elle

i.-肋 ､Itoliltmte,tilltllCrCmllhlgr.unntity.Tt').Olltltgt03litcrrt,mt･1tlliSliqui寸iっEubjectdtto
ltlrth;rcFtTorinntionノi,I_.llC叩 .e州 t一､やr那 thelo,pgoi..g･itlt､. 叫 .C.･､titlgthiw Tb叫 TC,Wも･otw-
rid ontllereaCtiollILK,tinTesirtcvcry叩 err.I.C"I,kccptittgF.叫 .r'. ′

→7kpt.1witsJmrriedundertlfit､c IYCZtthcr,tthd.tl､｡mtcorrcLRli■lgnrht.lt7.CnCOrtllCh'qu il wiI'q
I)
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馬酔木の殺虫成分に関する研究')IAsebogellin'の合成 榊 t_I . 斡 -(1;･:榔火刑 ‡鞘化Ll紬 兜･a)

ヽ

£･t.･1..00.受用 /

.tS酢木 (PicrigJ'nlザ C､1-I-D･Pon･71-柄科)の1つ

の托虫成分 ^schoti-1の岬Iyco-1であ声 TLSCboge一一iriに＼

的しては 7qyk-ll2)以来餌 の研究がある0才的 坤
に耽て N.nriedel及び .̂Kmmerりはphlorctin(x)--'-

と同一物であるとしたやミ田村4)及び村上r)帝氏は別々

に加皿熔融に依りphlorctihi- cid E phlyo･og]dcin-

monLOmctTIyletherとを悶p】17oret王nmon.omethyletherが
正しいとした｡CFI30品のf絹 に関して恥h-orog!ucin'･､
I-I-onomclthylethe{とl,hlorcti｡iccyTtnideとの IIoぐ汚Chヽ ●

反感に伐る融合物宙ら1-117orcti.トLl･nこCthyZ'･tLcr(lm
が!lL'ebogc11inと9171.ちといふml的 ･bztscbogellinは l･1110-

JLtti-14mcthyTctl"r(Ⅶ)-であるべきだとした (Fig･1)O .
＼

1)･木酢兜は卒邦諭文照焼であって主に流的jt･地相 称
の下に1Lfったo同首と按及び色々の御枇邦にな!?た同即死
I.捕.の誹ftに深謝する.

iiT) ll-･76imD(188乃) .ll') U･7932,I.193'.王68･
T933,A 3389., .I) 汀化弘.5711･lt(E耶11) .

rJ)坪抑 56(:.19(昭11) '

i=

F誓-1 ● HO･

JAseb聖 -旦 空 L HJOc別 品 十 ′'O oC鴨JHひ･･､

や 車 C.～-十 ､PocqJ牛 車謎巨 守

HO

, HJ′
甲 ･

印譜抑rJ:按 1仙 ietinJl二methyl叫 er(Ⅶ)_を合成して

兆の恥1.ri･をWI淀 しようと試みたo即ち昼下に記載する博

にdlllyJJOrin."tnlJ･cnci･ユ(I)を1?はbenzylchloii,]C
と'ctlly】- :0.ullcから令成 し,叉次には_be嫡;tldcll'y(Ict
とaCetio-1tllhydridcJヵゝら C王hrふll.iol,CiAを経七永怒じ こ
て合成して見たt_モク牧銃から見て後の方法ゐ方が勧 L
てrE:-る｡dibydrocin品nlionCidから常法に伐てlTnitro了
I,-n,"i_noを由17:i-･ty化合物即ちbhloreti.･ionpi′-1(∬)
に執 ､たが的1反EfBその際 O-nitroイ拾 物との分離が粍し
く収故を瑠ミくしたo I.1-nitioのp-nrPJ'noへの道元は色々
-試みたが君J.'局拭於の部に記載するamTl･10ni王ヽ水とFeSOJ

●t (;
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